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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
の
後
、森
世
紀
工
房

や
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
の
概

要
講
義
。
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時時時時時
2020202020
分分分分分

　　　　　
分
乗
し
て
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー

へ
向
か
う
。

1010101010
時時時時時

　
セ
ン
タ
ー
着
後
、
所
長
の
高
見

さ
ん
か
ら
県
森
連
の
し
く
み

や
直
接
取
引
き
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
支
援
、最
近
の
買
い

方
の
変
化
の
説
明
を
受
け
る
。

ま
た
、椪
積
み
の
仕
方
や
材
の

見
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
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時時時時時
2525252525
分分分分分

　　　　　
森
林
塾
用
に
準
備
し
て
も
ら
っ

た
椪
を
検
分
。
木
口
か
ら
は
、

芯
の
位
置
、
年
輪
が
均
等
か
、

腐
り
が
な
い
か
な
ど
を
、木
肌

か
ら
は
、
曲
が
り
や
傷
の
有

無
、節
の
状
態
な
ど
を
調
べ
て

み
る
。
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山
か
ら
伐
り
出
さ
れ
た
木
は
、

そ
の
後
。
一
日
目
は
長
野
県
森
林

組
合
連
合
会
の
伊
那
木
材
セ
ン

タ
ー
と
有
賀
建
具
店
さ
ん
を
見
学

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
伊
那
木
材
セ
ン

タ
ー
。
こ
こ
は
県
森
連
の
木
材
セ

ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
で
年
間
十
九
回

の
市
売
り
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

所
長
の
高
見
さ
ん
に
丸
太
の
見
方

を
教
え
て
も
ら
い
、
森
林
塾
用
に

準
備
し
て
い
た
だ
い
た
椪
の
丸
太

を
検
分
し
て
み
る
。
芯
は
中
心
に

あ
る
か
、
傷
や
腐
植
が
な
い
か
、

幹
の
曲
が
り
の
有
無
な
ど
を
見

て
、
模
擬
入
札
を
し
て
み
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
誰
で
も
保
証

金
が
あ
れ
ば
入
札
に
参
加
で
き
る

そ
う
な
の
で
、
皆
さ
ん
も
十
万
円

を
持
っ
て
丸
太
を
買
い
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
昼
食
の
前
に
、
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ

ホ
ー
ル
で
開
催
中
の
森
世
紀
工
房

の
展
示
会
を
見
学
。
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
、
木
琴
な
ど
の
お
も
ち
ゃ
や

ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
、
薬
箱
な

ど
県
産
材
を
使
っ
た
作
品
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。

　
大
芝
高
原
へ
移
動
し
て
昼
食
を

食
べ
た
後
、
有
賀
建
具
店
さ
ん

へ
。
親
方
の
恵
一
さ
ん
は
、
先
ほ

ど
の
森
世
紀
工
房
に
参
加
さ
れ
て

い
る
知
事
認
定
の
マ
イ
ス
タ
ー
で

も
あ
り
ま
す
。
彩
り
豊
か
な
ド
ア

や
テ
ー
ブ
ル
、
多
様
な
デ
ザ
イ
ン

の
椅
子
や
カ
ラ
マ
ツ
の
食
器
棚
な

ど
様
々
な
製
品
を
並
べ
て
く
れ
た

作
業
場
で
、
各
種
の
木
の
見
本
を

手
に
と
り
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
や

用
途
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
ま
た
、
乾
燥
中
の

桟
積
み
さ
れ
た
板
材
を
み
せ
て
も

ら
っ
て
、
そ
の
量
に
び
っ
く
り
。

ほ
ぼ
一
年
く
ら
い
で
使
っ
て
し
ま

う
と
聞
い
て
二
度
び
っ
く
り
。
ご

注
文
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
二
日
目
は
枝
打
ち
。
そ
の
作
業

は
、
厳
冬
期
を
除
い
た
秋
の
彼
岸

か
ら
春
の
彼
岸
ま
で
。
柱
材
の
生

産
で
は
ビ
ー
ル
瓶
程
度
の
太
さ
の

時
に
。
枯
れ
枝
や
太
い
枝
の
枝
打

ち
に
は
工
夫
が
必
要
な
こ
と
や
最

近
で
は
枝
座
を
残
し
た
枝
打
ち
が

主
流
だ
そ
う
で
す
が
、
丁
寧
に
量

よ
り
質
の
作
業
が
一
番
大
事
だ
と

保
科
先
生
。

　
今
回
は
、
ロ
ー
プ
と
棒
で
ぶ
り

縄
を
作
り
、
主
に
そ
れ
で
木
に

登
っ
て
枝
打
ち
し
て
い
だ
き
ま
し

た
。
ぶ
り
縄
は
、
ロ
ー
プ
の
末
端

に
輪
を
作
り
、
そ
こ
に
手
木
を
通

し
て
出
来
上
が
り
。
小
屋
横
で
の

練
習
で
は
、
ぶ
り
縄
の
掛
け
方
を

習
っ
た
ら
一
段
目
へ
上
が
り
、
降

り
る
練
習
を
。
安
全
帯
の
使
い
方

の
講
習
で
自
分
に
あ
わ
せ
て
調
整

を
し
て
、
二
段
目
・
三
段
目
へ
。
そ

し
て
午
後
は
、
高
烏
谷
山
麓
の
ヒ

ノ
キ
林
で
、
保
残
木
の
目
印
の
付

い
た
木
の
枝
打
ち
。
ワ
ン
タ
ッ
チ

ラ
ダ
ー
や
先
生
に
お
借
り
し
て
あ

ぶ
み
も
使
っ
て
み
ま
し
た
。
持
ち

帰
っ
た
ぶ
り
縄
を
ま
た
山
で
使
う

機
会
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

街
の
公
園
で
練
習
す
る
の
は
控
え

た
ほ
う
が
い
い
か
も
。

木口と木肌の情報

どんな木も使ってみたい
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そ
し
て
模
擬
入
札
。
誰
で
も
保

証
金
の
十
万
円
が
あ
れ
ば
市

売
り
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

一
度
如
何
で
す
か
。

1111111111
時時時時時
2020202020
分分分分分

　　　　　
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
ホ
ー
ル
で
森
世

紀
工
房
の
展
示
会
見
学
。建
具

や
家
具
は
も
ち
ろ
ん
、ア
イ
ラ

ン
ド
キ
ッ
チ
ン
や
各
種
の
お

も
ち
ゃ
が
並
ぶ
。
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大
芝
高
原
へ
移
動
し
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
有
賀
建
具
店
さ
ん
へ
。
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親
方
挨
拶
。
材
の
調
達
か
ら
製

品
の
で
き
る
ま
で
の
説
明
を

受
け
る
。製
材
が
一
番
好
き
だ

と
の
こ
と
。あ
る
埋
も
れ
木
の

製
材
の
時
は
、製
材
所
を
一
日

借
り
切
っ
て
、刃
を
何
枚
か
交

換
し
な
が
ら
行
っ
た
そ
う
で

す
。
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製
品
の
紹
介
。
長
野
県
知
事
室

の
椅
子
や
カ
ラ
マ
ツ
の
食
器

棚
、高
島
屋
と
の
提
携
に
よ
る

三
人
掛
け
の
椅
子
、七
色
の
天

板
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど
な
ど
思

わ
ず
注
文
を
し
て
し
ま
い
そ

う
。

1414141414
時時時時時
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様
々
な
木
の
見
本
を
手
に
と
り

な
が
ら
、そ
の
特
徴
と
用
途
の

お
話
。文
庫
本
様
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
各
種
の
木
の
見
本
は

早
い
者
勝
ち
。
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桟
積
み
さ
れ
た
大
量
の
板
材
在

庫
を
見
せ
て
い
た
だ
く
。ほ
ぼ

一
年
分
だ
そ
う
で
す
。

1616161616
時時時時時
1515151515
分分分分分

　　　　　
見
学
を
終
え
小
屋
へ
。
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講
師
講
評
。
明
日
の
連
絡
を
し

て
終
了
、
解
散
。
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打
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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

早
川
講
師
と
保
科
先
生
の
挨

拶
。
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保
科
先
生
の
枝
打
ち
講
義
。
大

径
材
を
作
る
の
か
、通
し
柱
を

生
産
す
る
の
か
、と
い
っ
た
施

業
の
目
的
に
応
じ
て
枝
打
ち

の
目
的
も
変
わ
る
。
作
業
は
、

厳
冬
期
を
除
い
た
秋
の
彼
岸

か
ら
春
の
彼
岸
ま
で
。最
近
は

枝
座
（
枝
隆
）
を
残
し
た
や
り

方
が
主
流
と
の
こ
と
。太
い
枝

な
ど
は
二
段
に
落
と
し
、枯
れ

枝
は
抜
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
な
ど
量
よ
り

質
を
重
視
し
た
作
業
を
。
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先
生
愛
用
の
あ
ぶ
み
や
両
刃
の

ナ
タ
な
ど
各
種
の
道
具
類
を

見
せ
て
い
た
だ
く
。枝
打
ち
時

の
ナ
タ
の
持
ち
方
は
、人
差
し

指
を
伸
ば
し
た
状
態
で
柄
の

付
け
根
を
持
っ
て
。

1010101010
時時時時時

　　　　　
各
班
に
分
か
れ
て
ロ
ー
プ
の
末

端
加
工
。本
線
を
左
手
に
末
端

を
右
手
に
持
っ
て
輪
を
作
り
、

本
線
の
一
本
一
本
に
末
端
の

一
本
一
本
を
右
か
ら
左
に
口

差
し
。
編
み
込
み
は
、
一
越
し

で
。ア
イ
加
工
が
終
わ
っ
た
ら

手
木
を
通
し
て
、ぶ
り
縄
の
出

来
上
が
り
。

1111111111
時時時時時

　　　　　
イ
ン
ト
ラ
藤
原
さ
ん
に
模
範
演

技
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
。

1111111111
時時時時時
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小
屋
横
の
ヒ
ノ
キ
林
で
、
各
班

に
分
か
れ
て
木
登
り
練
習
。一

段
目
に
上
が
っ
た
ら
、降
り
る

練
習
を
。安
全
帯
の
使
い
方
が

分
か
っ
た
ら
二
段
・
三
段
に
挑

戦
。

1212121212
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小
屋
に
て
昼
食
。
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分
乗
し
て
高
烏
谷
山
麓
の
ヒ
ノ

キ
林
へ
。

1313131313
時時時時時
5050505050
分分分分分

　　　　　
保
科
先
生
の
枝
打
ち
実
演
。
の

こ
ぎ
り
で
行
う
場
合
は
、初
め

ゆ
っ
く
り
と
。そ
し
て
刃
全
体

降り方の練習をしてから

口差しのゆくえ

を
使
っ
て
引
く
と
き
に
力
を

入
れ
る
。

1414141414
時時時時時
2020202020
分分分分分

　　　　　
各
班
に
分
か
れ
て
枝
打
ち
開

始
。
ぶ
り
縄
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ

ン
タ
ッ
チ
ラ
ダ
ー
や
あ
ぶ
み

を
先
生
に
借
り
て
使
っ
て
み

ま
し
た
。
一
人
二
本
程
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。

1515151515
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
作
業
終
了
。
保
科
先
生
講
評
。

最
終
回
の
復
習
の
希
望
を
お

聞
き
し
て
、
先
生
と
イ
ン
ト
ラ

の
方
々
と
は
こ
こ
で
別
れ
る
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
、
解
散
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。

参
加
者
／
北
沢
さ
ん
、
北
原
さ

ん
、
小
林
さ
ん
、
白
鳥
さ
ん
、

千
田
さ
ん
、
高
玉
さ
ん
、
鷹
野

さ
ん
、土
屋
さ
ん
、舟
山
さ
ん
、

北
條
さ
ん
、
山
崎
（
真
）
さ
ん
、

山
崎
（
欽
）
さ
ん
、
田
村
さ
ん
、

熊
木
さ
ん
、
園
田
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
小
泉
、
川
島
、
藤
原
、

坂
野

　
早
い
も
の
で
今
回
で
最
終
回
と

な
っ
た
専
門
コ
ー
ス
。
こ
の
三
日

間
で
は
、
一
抱
え
程
の
サ
ワ
ラ
や

ス
ギ
の
伐
木
造
材
を
実
践
し
ま
し

た
。

　
林
冠
が
閉
鎖
し
た
サ
ワ
ラ
主
体

の
林
分
で
は
、
ぶ
り
縄
で
木
に
登

り
ロ
ー
プ
を
つ
け
、
根
張
り
を
伐

り
落
と
し
て
か
ら
牽
引
伐
倒
。
枝

払
い
で
は
、
自
在
に
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
持
ち
替
え
て
、
造
材
は
二

メ
ー
ト
ル
で
幹
の
状
態
に
応
じ
て

回
し
伐
る
。

　
ま
た
、
ス
ギ
主
体
の
傾
斜
地
で

の
谷
側
へ
の
伐
倒
で
は
、
足
場
や

退
避
路
を
作
り
込
み
、
倒
れ
る
と

き
に
加
速
度
が
つ
く
こ
と
を
考
慮

し
て
、
つ
る
を
厚
め
に
残
し
て
矢

で
徐
々
に
重
心
を
傾
け
て
い
き
ま

し
た
。

　
春
・
夏
・
秋
の
三
回
、
三
日
間

づ
つ
の
計
九
日
間
で
は
、
ロ
ー
プ

や
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
牽
引
伐

倒
や
矢
を
使
っ
て
の
重
心
を
移
動

さ
せ
る
伐
木
、
か
か
り
木
の
処
理

方
法
、
橋
渡
し
や
接
地
し
た
幹
の

造
材
、
キ
ャ
タ
ト
ラ
集
材
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ど
こ
か
で
実
践
の
場

所
を
み
つ
け
て
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
万
全
の
装
備
と
現
場

の
把
握
、
退
避
路
の
重
要
性
と
受

け
口
・
追
い
口
・
つ
る
の
関
係
性
、

姿
勢
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い

方
、
集
材
を
す
る
場
合
と
し
な
い

場
合
な
ど
を
考

慮
し
つ
つ
、
安
全

確
実
な
作
業
を

お
願
い
致
し
ま

す
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。
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で
、
ご
希
望
の
方
は
大
き
め
の
袋

や
紐
を
ご
持
参
下
さ
い
。

　
二
日
目
は
、
ま
ず
炭
出
し
。
マ

ス
ク
、
タ
オ
ル
な
ど
が
必
要
で

す
。
炭
も
お
持
ち
帰
り
頂
け
ま
す

の
で
、
米
袋
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
復
習
で
す
。
保
科

先
生
の
山
林
見
学
と
伐
倒
＆
キ
ャ

タ
ト
ラ
集
材
を
行
い
ま
す
。
　
こ

の
時
期
、
積
雪
や
凍
結
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路
状
況

等
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

1616161616
時時時時時

　
作
業
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
講
師
講
評
、
終
了
、
解
散
。

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
の
後
、
早
速
、
現
場

へ
。

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
作
業
始
め
に
平
ら
な
部
分
で
一

本
伐
倒
。二
本
目
か
ら
は
傾
斜

地
で
。
退
避
路
を
丁
寧
に
、
足

場
を
し
っ
か
り
と
確
保
。谷
側

へ
の
伐
倒
は
加
速
度
が
つ
き

や
す
い
の
で
、つ
る
を
多
め
に

残
し
つ
つ
、矢
を
使
っ
て
重
心

を
移
動
さ
せ
、傾
き
始
め
た
ら

早
め
の
退
避
。

1111111111
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
現
場
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
谷
側
の
隣
接
木
は

同
じ
樹
高
で
も
、傾
斜
の
分
だ

け
梢
の
位
置
が
低
い
。一
本
毎

に
傾
斜
を
上
下
し
て
の
枝
払

い
は
大
変
な
の
で
、
二
・
三
本

伐
倒
を
し
て
か
ら
、ま
と
め
て

枝
を
払
う
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
作
業
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
講
師
総
括
。
終
了
、
解
散
。
お

疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
東
村
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1111111111
月月月月月
66666
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　     

〜〜〜〜〜
1111111111
月月月月月
88888
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　　
お
待
た
せ
し
ま
し
た
Ｋ
Ｏ
Ａ
森

林
塾
の
エ
キ
ス
を
集
め
た
三
日
間

の
集
中
コ
ー
ス
で
す
。

　
樹
を
測
る
測
樹
や
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
の
伐
木
造
材
か
ら
携
帯
型

の
ウ
ィ
ン
チ
を
使
っ
た
簡
単
な
集

材
ま
で
一
通
り
の
こ
と
を
や
っ
て

み
ま
す
。
あ
れ
こ
れ
盛
り
沢
山
に

な
り
ま
す
が
、
何
か
一
つ
で
も
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
、
初
日
の
夕
方
は
交
流

会
で
す
。

　
初
日
は
9
時
に
、
二
日
目
・
三

日
目
は
8
時
30
分
に
、
島
﨑
先
生

の
山
小
屋
に
集
合
で
す
。

第
十
二

第
十
二

第
十
二

第
十
二

第
十
二
・・・・・
十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

     

1212121212
月月月月月
77777
・・・・・
88888
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き
・・・・・
き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

　
　
復
習

　
　
復
習

　
　
復
習

　
　
復
習

　
　
復
習

　
一
日
目
は
、
移
動
式
炭
化
炉
と

い
う
も
の
を
使
っ
て
炭
焼
き
を
し

て
み
ま
す
。
材
の
仕
込
み
・
火
入

れ
の
後
は
、
き
の
こ
の
菌
打
ち
。

ナ
ラ
の
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
を
植
菌

し
て
み
ま
す
。
ま
た
、
夕
方
か
ら

は
少
し
早
い
忘
年
会
。
可
能
な
方

は
、
小
屋
宿
泊
で
火
の
番
の
お
付

き
合
い
を
。
な
お
、
ほ
だ
木

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

引
。
橋
渡
し
材
の
造
材
は
、
な

る
べ
く
奥
を
伐
り
、
上
へ
回

し
、
残
り
を
下
か
ら
。

1414141414
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
枝
払
い
の
時
に
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン

が
外
れ
、ラ
ン
ナ
ー
が
傷
つ
い

た
よ
う
な
の
で
、
修
正
す
る
。

1515151515
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
根
張
り
を
伐
っ
て

か
ら
伐
倒
に
取
り
掛
か
る
。

1616161616
時時時時時

　
作
業
を
終
了
し
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
明
日
の
現
場
の
連
絡
の
後
、
講

師
講
評
、
終
了
、
解
散
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

早
川
講
師
か
ら
目
立
て
の
注

意
点
を
聞
い
て
か
ら
現
場
へ
。

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、ご
要望、事務局まで。

TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
sh-sakano@koanet.co.jp
ki-hayakawa@koanet.co.jp
携帯:090-4463-0062（開催日）
URL http://www.koanet.co.jp

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆
　　　　　

　
足
早
に
秋
。
彩
り
を
変
え
て
い

く
山
。
そ
ろ
そ
ろ
冬
支
度
も
。

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

　　　　　
1010101010
月月月月月
22222
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　          

〜〜〜〜〜
44444
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

一
日
目

一
日
目

一
日
目

一
日
目

一
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
の
後
、横
山
の
現
場

へ
。

99999
時時時時時

　
伐
倒
木
の
確
認
を
し
て
か
ら
伐

倒
開
始
。ぶ
り
縄
を
牽
引
ロ
ー

プ
代
わ
り
に
取
り
付
け
て
の

伐
倒
を
行
う
。造
材
は
薪
材
用

と
し
て
2
ｍ
。

1111111111
時時時時時
5050505050
分分分分分

          

現
場
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
目
立
て
。
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
刃

の
左
右
の
大
き
さ
の
違
い
を

修
正
。

1313131313
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
ぶ
り
縄
ロ
ー
プ
牽

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
昨
日
の
現
場
か
ら
少
し
離
れ
た

ス
ギ
主
体
の
林
。平
ら
な
部
分

は
林
道
へ
、沢
筋
に
向
か
う
傾

斜
部
分
は
沢
方
向
へ
集
材
す

る
と
い
う
こ
と
で
、伐
倒
方
向

を
検
分
す
る
。

99999
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
今
日
は
、
平
ら
な
部
分
で
の
伐

倒
。ぶ
り
縄
ロ
ー
プ
牽
引
や
矢

を
使
っ
た
伐
倒
。
造
材
は
せ

ず
、
枝
を
払
っ
て
全
幹
に
。

1111111111
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
現
場
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
目
立
て
を
し
て
伐
倒
再
開
。
枝

払
い
は
枯
れ
枝
の
み
伐
っ
て

葉
枯
ら
し
状
態
に
。な
る
べ
く

材
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、伐

倒
順
や
方
向
を
見
定
め
、主
に

矢
を
使
っ
た
伐
倒
を
繰
り
返

す
。

姿勢で決める

奥から


